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概
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一
般
枇
曾
皐
の
概
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本
脱

ー
緒
言

私
は
本
論
文
一
節
の
中
に
述
べ
し
如
〈
、
一
耽
曾
思
T

は
就
が
純
正
枇
曾
周
T
Z
一
式
ふ
意
味
か
、
又
は
総
合
枇
命
日
血
中
ご



一
耳
ム
意
珠
山
ぺ

又
は
組
織
枇
曾
準
三
百
ム
意
味
が
、

此
等
三
つ
の
意
味

ω何
れ
か
に
於
て
、

夏
に
其
の
最
イ
」
も
完

会
な
る
形
健
に
於
て
は
此
等
三
つ
の
意
味
を
総
て
句
括
す
る
蕗
の
、

A

般
的
批
曾
科
事
で
ゐ
る
可
き
も
の
に
し

て
、
決
し
て
他
の
枇
曾
科
事
ご
同
じ
意
味
に
て
特
殊
的
批
曾
科
事
で
ゐ
る
可
き
も
の
で
も
、

亦
ゐ
h
得
る
も
の
で

も
な
V

正
考
へ
る

ω
で
ゐ
る
。

そ
う
し
て
先
づ
大
概
上
総
令
一
肱
品
目
撃
の
意
味
仁

τ
一
般
的
批
曾
科
皐
己
し
て
の

般
副
曾
皐
の
概
念
が
、

如
何
に
コ
ン
干
の
枇
食
苧
概
念
に
於
て
裳

ω基
礎
を
据
へ
ら
れ
、
一
見
に
ミ
U
F

の
枇
曾
皐
概

念
に
於
て
確
立
さ
れ
た
か
を
、
本
論
文

ω曹
長

ω節
に
於
て
論
究
し
た

ωで
ゐ
る
が
、
併
し
其

ω中
に
も
遁
ペ

し
如
〈
、
総
合
枇
曾
撃
の
概
念
が
正
賞
に
且
つ
精
確
に
規
定
さ
れ
る
匁
め
に
は
、
純
正
融
曾
撃
の
概
念
が
ヨ
ン
ト

や
ミ
Y

の
枇
品
開
閉
苧
概
念
じ
於
て
見
る
が
如
〈
に
、
総
合
枇
曾
問
中

ω概
念
中
に
混
交
さ
れ
て
居
る
荘
浪
花
る
紋
態
か

ι分
化
し
て
、

明
確
に
樹
立
吾
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
純
正
祉
曾
問
中
を
混
交
し
て
居
る
コ

y
ト
や
ミ
Y

の
組
合
祉
曾

間
申
が
、
官
閉
じ
総
合
一
耽
曾
平
正
し
て
純
化
さ
れ
る
錦
め
仁
臥
、
北
(
り
中
か
ら
純
正
融
舎
血
干
の
部
分
が
除
去
ち
れ
ね
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
が
治
め
に
は
先
づ
純
正
枇
曾
事
の
概
念
禁
物
が
確
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

是
れ
純
正
枇
曾
事
の
概
念
が
先
づ
確
立
さ
れ
る
に
非
ら
や
ば
、

ヨ
y
ト
や
ミ
U
F

の
綿
合
枇
曾
嗣
宇
の
中
炉
ら
如
何
な

る
部
分
を
除
去
し
て
以
て
、

総
合
枇
曾
撃
の
概
念
を
純
化
す
可
き
か
は
、
明
か
に
見
定
め
得
ら
れ
な
V
か
ら
で
あ

る。
本
の
見
る
蕗
に
よ
れ
ば
、

コ
V

ト
や
ミ
戸
や
λ

ぺ

Y

す
1
な
ぞ
の
一
肱
曾
皐
が
、
今
日
の
獅
逸
の
枇
食
事
者
が
非

誼

議

時
時
耽
舎
皐
棋
愈
白
批
列

第
二

T
七
巻

七

第

批



前

載

特
酷
枇
脅
串
栴
念
。
批
判

第
二
十
七
倍

七

第

貌

四

難
す
る
が
如
き
所
詞
百
科
全
書
的
版
曲
閣
を
呈

L
、
ヌ
歴
史
哲
事
正
混
同
古
れ
て
居
る
の
は
、

7

7

9
彼
等
は
純
正

↓
批
曾
事
ピ
総
合
枇
舎
亭
ご
を
明
か
に
匝
別

L
・
そ
う
し
て
先
づ
純
正
批
曾
率
を
建
設
し
、
然
る
後
に
之
れ
に
基
い

τ総
合
枇
曾
撃
を
建
設
す
可
き
も
り
な
る
こ
ぜ
を
、
施
〈
理
解
し
な
か
っ
た
が
柏
崎
め
で
ゐ
る
ご
思
は
れ
る
。
純
正

枇
曾
且
T

に
よ
h
て
拠
へ
ら
れ
る
基
礎
及
び
方
針
に
基
い
て
建
設
3
れ
る
に
非
ら
す
ば
、
総
合
枇
命
事
は
白
か
ら
百

科
会
書
的
Z
な
hJ
・
叉
膝
史
哲
率
的
芭
な
ら

F
る
を
相
官
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
歴
史
的
に
見
て
、

U
F

や
且
べ

V

す
1
等
の
枇
曾
息
一
a

蹴
念
か
ら
‘
↓
耽
曾
皐
概
念
が
具

ω
袋
詰
}
を
な
す
斜
め
じ
は
、
純
疋
枇
曾
凪
干
の
概
念

ヨ

V
J

ト
や
ミ

の
確
立
3
れ
る
・
』
ぜ
が
、
甚
だ
肝
要
で
ゐ
る
ニ

Z
は
明
か
に
費
識
苫
れ
る
。
そ
う
し
て
此

ω肝
要
な
る
仕
事
に
先

づ
着
手
し
た
の
は
、
私

ω
宮
師
タ

l
y
ド
ご
ジ
ム
メ
U

F

Z

で
あ
る
o

但
L
3
き
に
も
少
し
(
逃
べ
し
如
(
、
波
蘭

の
貴
族
で
、
悌
蘭
西
の
率
界
て
名
を
皐
げ
た
グ
・
ロ
イ
ケ
7
ィ
ー
は
、

タ
l
p
ド
や
ジ
ム
メ
Y

に
先
だ
も
、
千
八

百
七
十
年
代
か
ら
千
人
百
人
十
年
代
に
一
日
一
り
て
日
常
に
せ
る
諸
論
文
中
に
、
続
に
純
正
一
枇
曾
間
半
ピ
組
合
枇
曾
皐
ご
を

阪
別
す
る
翁
め
に
重
要
な
る
或
理
由
を
明
白
に
論
過
し

τ居
た
が
、
併
し
彼
は
ヨ
ン
ト
の
賃
設
主
義
を
超
出

L
允

古
都
し

τ居
る
に
拘
ら
す
・
少
な
〈
も
批
曾
山
学

ω蹴
念
に
於
て
は
倫
ほ
ゐ
ま
・
9
仁
コ

y
ト
に
囚
は
れ
て
居
た
が
錦

め
に
、
質
際
上
此

ω
匝
別
を
立

τる
に
歪
ら
な
か
っ
た
。

2
タ
l
w
ド
ピ
ジ
ム
メ
ル

純
正
一
枇
曾
準
概
念
の
創
設
者
ご
し
て
タ
1
Y
V
Z
ジ
ム
メ

w
t
は
、
現
代
枇
曾
撃
の
後
遺
上
甚
だ
重
要
な
る
地



位
を
占
め
て
居
る
。
但
し
タ

l
w
ド
は
ジ
ム

J

F

じ
先
立
も
て
純
正
枇
曾
事
或
は
形
式
一
肱
曾
畠
eef
創
設
し
、
且
つ

私
の
立
場
か
広
見
れ
ば
、
叉
最
近
的
狐
逸
蹴
曾
率
的
傾
向
か
ら
見

τも、
ジ
ム
メ
W
J
b
は
一
厨
正
常
に
純
正
枇

曾
皐
或
は
形
式
枇
曾
山
学
を
論
越
し
て
居
る
古
川
ル
は
れ
る
が
、
然
る
に
濁
逸
請
を
以

τ皐
界
の
魔
術
語
で
あ
る
が
如

〈
に
迷
信
し
、
叉
獅
逸
山
事
者
の
云
ふ
こ
ご
日
仏
何
ん
で
も
無
批
判
的
に
盲
信
す
る
人
々
の
少
な
か
ら
5
る
我
図
の

枇
曾
皐
回
介
に
あ
b
て
は
、
畑
澗
ι
リ
ク
ム
メ
庁
の
み
が
院
肺
四
百
れ
、

タ
1
w
ド
に
は
会
〈
注
意
苫
れ
T
居
な
い
。
是
れ

は
我
闘
に
於
り
る
副
曾
撃
の
健
貨
な
る
畿
法
的
絡
め
に
は
、
決
し
て
喜
』
可
き
傾
向
で
な
い
。
我
が
日
本
の
一
祉
舎

思T
は
欧
米
何
れ
の
岡

ω枇
曾
感
じ
も
隷
崩
す
可
き
も
の
で
な
い
。
我
今
日
本
の
枇
曾
島
平
者
は
あ
ら
ゆ
る
欧
米
諸
図

の
枇
曾
皐
の
上
に
立
ち
、
胴
抑
制
惜

ω立
場
か
ら
之
を
批
判
的
に
包
括
し
て
、
濁
立
な
枇
曾
事
を
建
設
す
可
き
で
あ

る
o

か
(
て
我
々
は
濁
逸

ω
枇
曾
事
に
官
従
す
可
き
で
な
〈
、

之
を
批
判
的
に
評
価
慣
す
可
き
で
あ
る
。
一
見
に
猫
渇

以
外
内
諸
岡
山
一
枇
曾
川
?
を
も
正
蛍
に
理
解
し
評
岡
田
す
可
き
で
あ
る
o

欧
米
何
れ
の
国
り
枇
曾
事
も
、
崇
拝
す
可
語
、

耐
刊
を
我
々
に
山
県
へ
る
の
で
な
く
、
新
た
に
建
設
さ
る
可
き
日
本

ω枇
命
同
事

ω材
料
を
提
供
す
る
も
の
ご
見
倣
す
可

き
で
ゐ
る
。

き
れ
ば
花
は
此
践
に
ジ
ム
メ
ル
の
枇
曾
事
概
念
を
批
判
的
に
評
倒
せ
ん
ご
す
る
に
蛍
っ
て
、
先
づ
b
y

正
嘗
な
順
序
で
ゐ
る
Z
忠
ふ
。
併
し
此

ω四
節
に
於

τ私

-
W
ド

ω一
肱
合
問
中
概
念
を
批
制
的
に
許
同
国
す
る

ωは、

の
論
究
せ
ん
ご
す
る
主
題
は

つ
ま
り
一
肱
曾
思
ー
を
他
m
l

枇
曾
科
事
正
同
様
な
特
殊
的
一
枇
曾
科
事
で
ゐ
る
正
見
る
見

解
の
謬
妄
で
ゐ
る
o

そ
う

L
τ
ジ
ム
J

Y

は
彼
の
形
式
枇
曾
撃
を
、
仙
の
枇
曾
却
材
亭
ご
同
様
な
特
殊
的
批
曾
科
卒

論

叢

特
昨
一
位
台
車
概
念
の
批
判

第
二
十
七
谷

七

ま#

蹴

五



諭

護

特
珠
祉
脅
皐
概
念
白
批
判

第
二
十
七
巻

一
七
凹

第

挽

"-ノ、

で
あ
る
ご
昆
た
が
、

タ
1
山

F
F
は
そ
フ
で
な
い
。

ク

1UF
ド
は
賞
質
的
に
ジ
ム
メ
ル
の
形
式
一
枇
曾
風
一
吉
同
様
な
純

正
枇
曾
向
学

ω概
念
を
、
ジ
ム
メ
戸
に
先
立
ち
て
且
つ
一
唐
E
嘗
に
創
設
し
た
が
、
併
し
彼
は
之
を
以
て
一
般
的
枇

曾
科
皐
吉
見
た
の
で
ゐ
る
。
か
〈
て
此
の
四
節
的
主
題
か
ら
見
れ
ば
タ

1
y
ド
の
純
正
枇
曾
皐
蹴
念
は
問
題
ピ
な

ら
な
い
。
そ
れ
で
此
蕗
で
は
タ

l
y
ド
り
枇
曾
事
概
念
に
就
て
は
ほ
ん
の
一
言
す
る
に
け
に
止
め
、
ヌ
タ

1
y
ド

古
ジ
ム
メ
ル
ピ
の
根
本
的
類
似
或
は
一
致
に
付
て
.
判
仙
の
識
得
し
た
こ

E
を
少
し
〈
述
べ
て
置
〈
。

さ
き
に
述
べ
し
如
〈
ド
ド
、
一
肱
品
目

mT概
念

ω品
目
誌
を
-M

腔
史
的
仁
考
察
す
る
に
営
つ
て
は
、

コ
ン
ト
、

ミ

ノレ
、

-"ミ
ヨ

'¥、

Y

す
1
等
の
批
曾
事
概
念
に
弐
で
、
純
正
融
食
事
或
は
形
式
枇
食
事
の
概
念
の
確
立
志
れ
る
こ
芭
は
甚
だ
肝
要
で

あ
っ
允
が
、
今
何
人
に
も
先
だ
も
て
先
づ
之
を
企
だ
℃
た
の
は
タ

l
y
r
e
で
あ
る
。
彼
は
千
八
百
八
十
年
代
に
枇

曾
撃
の
研
究
が
勃
興
し
来
れ
る
際
・
内
曲
時

ω
一
般
的
傾
向
・
即
も
枇
曾
の
進
化
を
主
題
正
す
る
総
合
批
曾
率
的
傾

向
に
反
抗
し
て
、
純
耽
合
的
な
る
も
の
、

一
切
り
一
枇
品
目
現
象
の
糠
本
的
元
素
的
な
る
も
の
を
、
心
ご
心
ご

ω相
互

作
用
に
よ
り
て
理
解
す
る
こ
ご
を
主
題
ご
す
る
純
正
批
曾
皐
を
提
唱
し
た

ωで
ゐ
る
o

併

L
彼
は
新
方
針
山
創
設

者
に
於
て
腿
t
見
る
が
如
〈
.
彼
山
創
設
す
る
純
正
一
舵
曾
忠
一
ゐ
意
義
を
ゐ
ま
h
に
重
要
調
し
た
が
泊
め
に
、
純
正

批
曾
事
を
以

τ枇
曾
準
的
会
館
、
乙
認
め
、

そ
ラ
し
て
之
を
基
礎
ご
し
て
諸
般
の
特
殊
的
批
品
目
現
象
を
民
般
的
に
研

究
す
る
特
殊
的
一
枇
曾
科
事

ω存
立
伝
承
認
し
た
が
、
総
合
枇
曾
思
干
の
概
念
b
a
構
成
じ
な
か
っ
た
o

か
〈
て
タ

1
p

ド
は
枇
曾
皐
概
念
其
物
に
於
て
は
コ

y
ト

Z
金
、
異
な
っ
て
居
る
が
、
併
し
枇
曾
率
三
他
山
り
枇
曾
科
事
ご
の
関
係



に
付
て
は
、

コ
V

ト
ご
大
髄
上
同
様
な
見
解
を
立
て
、
居
た
の
で
あ
る
。

私
が
最
古
も
早
(
心
か
ら
牽
引
苫
れ
た
の
は
タ

1
戸
ド
の
批
品
目
準
で
ゐ
っ
た
。
(
但
し
是
れ
は
車
に
m

晶
子
関
上
の

理
由
に
よ
る
ば
か
り
で
な
〈
、
私
が
米
国
で
枇
曾
率
の
研
究
を
始
的
士
頃

ω私
の
境
遇
や
精
神
蚊
態
に
基
因
す
る

蕗
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
O
)

併
し
私
は
始
め
か
ら
タ

l
p
ド
に
宵
従
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
か
仁
て
心

さ
心
主
的
相
互
作
用
の
概
念
に
於
℃
も
、
亦
之
を
版
関
し
て
純
正
枇
曾
皐
を
建
設
す
る
方
針
に
於

τも、
タ

Jι〆

ト
己
は
異
な
っ
て
居
る
。
そ
う

L
τ
其
の
後
花
は
益
I
私

ω方
針
に
於
て
進
ん
だ
が
治
的
に
、
怠
の
純
正
枇
品
問
事

は
タ

1
y
ド

ω
ご
は
、
大
に
異
な
れ
る
も
り
ご
な
っ
た
o

是
れ
私
は
根
本
的
に
は
ク

1
F
V
の
純
正
副
曾
事
の
蹴

念
を
承
認
し
な
が
ら
、
共
山
現
貨
な
る
展
開
に
於
て
は
タ

1
Y
V
の
説
に
多
〈
の
不
溺
な
貼
を
後
見
し
た
か
ら
で

あ
る
o

殊
に
私
は
タ

1
w
ド
の
枇
命
日
準
に
は
総
合
枇
合
学
の
快
け
て
居
る
こ
子
炉
』
不
備
に
ほ
じ
冗
。
そ
う
し
て
コ

y

ト
や
ミ
ル
な
ど
の
総
合
枇
曾
曜
の
概
念
が
、
純
正
枇
曾
町
内
干
の
概
念
に
よ
h
て
純
化
さ
れ
る
こ
ぜ
が
必
要
で
あ
る

ご
考
へ
る
さ
同
様
に
、

タ
1
y
r
の
純
正
枇
曾
撃
の
概
念
は
総
合
枇
曾
肌
干
の
倣
念
に
よ
り
て
純
化
さ
れ
る
ニ
古
が

必
要
で
ゐ
る
E
考
へ
た
の
で
あ
る
。
此
山
り
酔
却
に
付

τは
私
は
今
日
の
プ
イ
ア
カ
j

ト
の
枇
品
目
皐
に
劃
し
て
も
同
徒

な
考
へ
を
抱
い
て
腐
る
。

フ
イ
ア
カ
ザ
J

ト
の
純
正
枇
曾
拳
或
は
形
式
枇
曾
平
も
、
総
合
枇
曾
間
学

ω山
meb
に
よ
hJ
て

純
化
B
れ
る
必
要
が
ゐ
る
。

タ
1
P
ド
の
枇
曾
間
半
概
念
の
批
判
は
、
此
蕗
で
は
右
に
遁
べ
し
「
ら
ひ
に
止
め
、
次
に
タ
l

u

F

ド
さ
ジ
ム
メ
U
F

E荷

讃

特
措
祉
骨
盤
楓
愈
白
批
殉

第
二
十
七
巻

一
ヒ
宜

第

披

七



論

叢

特
珠
祉
骨
串
概
念
由
批
判

第
二
十
士
容

一
七
六

貴志

鵠

/"¥ 

ご
の
根
本
的
類
似
或
は
一
致
に
付

τ少
し
〈
越
べ
て
法
語
た
い
、
惟
ふ
に
タ

1
戸
ド
の
枇
曾
間
半
か
ら
出
後
し
た
な

が
、
始
め
て
ジ
ム
J

戸

ω著
作
じ
接
し
た
際
大
な
る
盗
引

er戚
じ
た
り
は
、
蛍
時
引
払
は
判
然
意
識
し
て
居
な
か
っ

た
が
、
雨
者
の
聞
に
存
す
る
根
本
的
類
似
或
は
一
致
に
基
因
し
た
の
で
あ
ら
う
。
併
L
此
彪
で
は
此
の
類
似
或
は

一
致
に
付
て
詳
し
〈
述
べ
る
暇
は
な
い
か
ら
、
只
共
の
主
要
な
る
も
の
を
列
奉
す
る
だ
け
に
止
め
る
。

九
円

h
F
1
片
ド
は
ジ
ム
メ
ル
ピ
同
じ
〈
、
フ
リ
ノ

l
v
ヤ
イ
セ
ン
・
ヶ

1
-
7
1
が
ジ
ム
J

ル
を
評
論
す
る
際
に
用
ひ

た
意
味
で
、
「
哲
叩
拍
子
的
個
人
主
義
」
を
根
本
的
に
抱
持
し
て
居
た
こ
芝
、

b
b戸

1
山

FVω
忠
組

ω根
祇
じ
は
常
仁
、
生
々
活
動
す
る
栂
微

ω無
限
に
県
富
な
可
能
の
世
界
的
J

イ
デ
ー
が
存

rs
‘、
立
し
て
居
る
が
、
ジ
ム
メ
戸
の
思
想

ω根
抵
に
も
ヤ

ρ
9
常
に
、
無
限
に
豊
富
な
躍
動
す
る
生
命

ω
イ
デ
!

が
存
立
し

τ居
る
守
』
ご
、

C

雨
者
共
に
思
想

ω健
系
を
立
て
る
こ
ご
に
は
無
関
心
に
し
て
、
何
れ
の
問
題
に
就
て
も
根
本
的
に
は
天
才
的

自
後
的
に
在
御

L
思
惟
す
る
傾
向
大
な
る
-
』

z・

、.，，b
同
者
共
に
擢
宮
な
潤
諜
な
逃
術
的
束
性
に
恵
ま
れ
、
宇
宙
人
牲
を
結
局
審
術
的
に
蜘
怨
す
る
傾
向
あ
る
こ

E
・
(
此

ω勃
に
於
て
は
タ

l
p
ド
は
殊
に
著
L
い
の
で
、
彼
は
カ
ン
ト
や
へ

1
グ
U
F

の
哲
事
館
系
を
も
結

局
議
術
的
じ
似
賞
せ
ん
正
し
た
、
又
彼

ω枇
曾
酬
酬
は
結
局
襲
術
的
枇
曾
似
で
ゐ
る
・

司

E
四
百
自
門
品
、
F
Z
H
O
昨
。

ド晴、

昆
ロ
ト「‘
内
1・
回
溢
寄
利
氏
謬
「
未
来
史
の
断
片
」
会
考
)



H
，
雨
者
共
に
批
曾
的
な
る
も
の
、
中
に
殊
に
純
枇
曾
的
な
る
も
の
を
求
め
て
、

之
を
社
曾
血
平
特
有
の
封
象
さ
な

百
ん
E
し
、

夏
に
雨
者
共
に
心
ピ
心
ご
の
相
互
作
用
に
よ
り
て
之
を
理
解
せ
ん
ご
し
党
・
』
己
、

け
雨
者
共
に
枇
曾
現
象
に
精
密
微
妙
な
心
理
事
的
分
析
を
施
し
、

そ
う
し
て
闘
定

L
給
品
せ
る
枇
曾
開
係
を
、

結
局
流
動
的
な
微
妙
な
枇
曾
関
係
卸
ち
心
E
心
己
の
相
互
作
用
に
溶
解
し

τ説
明
せ
ん
正
し
た
一
、

t
・

J
U
タ

1
y
ド
の
思
想
戚
情
は
深
奥
精
妙
豊
富
に
し

τ
最
古
も
洗
練
古
れ
た
る
文
化
語
仰
蘭
語
を
以

τも
、
之

を
英
の
ま
、
に
表
出
す
る
に
は
術
ほ
不
充
分
に
し
て
、

巧
妙
な
る
類
比
的
叙
述
法
が
多
〈
用
ひ
ら
れ
、

そ
れ

が
錫
め
に
彼
の
文
世
に
は
晦
協
な
黙
が
あ
る
正
一
五
は
れ
て
居
る
が
、

グ

ム

メ

Y

の
文
健
に
就
て
は
、

マ
ッ

F

λ

・
ァ
ド
一
プ

1
は
左

ω如
C
述
ぺ
て
居
る
。

U
5
印

nE当
日
。
ロ
向
日
内
乱
汁

ι
E
m
u
-
ω
且

g

m山
口
回
目
伶
一

ωnrEM
mnE
コ『
H
E
M
i
-
-
E口。

山
内

rdF420ュ
同
町

E
F
広
町
内
巴
問

EMH}刊
の
同
戸

ロ
ロ
司
品
目
巾
川
W
ヨ
弘
ゆ
回
出
印
ゆ

A
0
0山口
mw
叫
ロ
ロ

mH1F九
M
3ゆロ

〉
ロ
丘
町

5
r
m
E吃
品
目
仲
山
件
、
内
山
口

q
r
M
ω
H
H
2
日
内
出
自

品川

wm巾
4司
m
出
ゆ
口
内
口

印ヌ
R
F
F
o
r
o
R
R
F
E問

Z
E
Jコ
円
台
。

ω
5
F
4
5
5
0
ι
日

O
E
-
-
m
舟
:
{
n
F
昏
E
m
m
E
B
E
E
-
R
血
自
己

B
Z
Z

ロロ

ι
《
出
向
匂
ロ
P
E『
釦
円
志
向
件
。
ロ
品

E
同

E
F
H
O
E
-
Y
E
O呂
町
司
印
昏

唱何日

E
・(豆町嗣
M内
〉
ι-m口
の

00叫
問
団

H
E呂
巴

ω
出
色
2
H
Z
D問
岳
町
色
ゅ
の
印
目
的

H
2岡
田

n
z
n
F
F
岡
山

MG)

備
は
其
の
及
ぼ
せ
る
影
響
の
康
〈
且
つ
深
き
に
拘
ら
争
、
率
一
阪
を
作
ら
な
か
っ
に
こ
=
ゃ
、
又
大
事

ω数
授
ご

な
っ
た
の
は
甚
に
晩
年
で
あ
っ
た
こ
Z
な
ぞ
も
相
似
て
居
る
o

其
外
に
も
詳
し
(
吟
味
す
れ
ば
幾
多
の
類
似
が
愛

論

輩

特
殊
祉
官
血
中
概
愈
回
批
判

第
二
十
七
巻

一
七
七

第

親

丸



信

襲

特
融
酷
命
事
概
念
白
蛇
珂

第
二
十
七
巻

一
七
八

第

銃

O 

鬼
さ
れ
る
。
併
し
雨
者

ω聞
に
又
重
大
な
る
差
回
却
も
存
在
す
る
の
で
、
奇
人
は
用
者
を
比
較
す
る
柏
崎
め
に
は
、
類

似
或
は
一
致
ピ
共
に
差
異
に
も
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
し

τ是
れ
は
現
代
一
肱
曾
率
的
後
遠
の
研
究
上
、
甚
だ

興
味
ゐ
る
叉
重
要
な
る
一
問
題
で
あ
る
が
、
此
蕗
で
は
之
れ
に
論
及
す
る
こ
正
は
出
来
な
い
。
是
れ
よ
b
直
ゃ
に

ジ

ム

Fν 

( 3 )の
ジ 身骨

ム殊
メ 肩上
Fレ曾
の与主
哲瓶
事念
ご 0)

Z止手止
曾判
事に
移
る

正、
す
る。

我
園
の
ジ
ム
メ
Y
一
耽
曾
胸
中
研
究
者

ω羅
針
盤
ご
な
っ
て
居
る
ご
思
は
れ
る
?
?
ア

-
v
z
タ
イ
ジ
ホ
ッ
プ
の
「
グ

オ
ル
ヒ
・
ジ
ム
j

y

に
於
け
る
舵
曾
準
的
基
本
範
略
言
し
て
の
形
式
」
(
千
九
百
二
十
五
年
)
の
最
後
的
一
節

ω始
め

に
、
左

ω如
き
言
葉
が
見
出
さ
れ
る
。
「
ジ
ム
メ
Y

は
哲
卒
者
で
ゐ
っ
た
。
彼
の
粧
台
問
中
的
諸
研
究
も
亦
彼
に

特
質
的
な
哲
率
的
思
惟
型
の
見
解
に
従
へ
ば
、
世
界
に
謝
す
る
彼
の
例
人
的
態
度
の
表
現
に
し
て
、
日
A

全
髄
的
世

界
形
象
に
謝
す
る
彼
の
精
神

ω根
本
的
態
皮
か
ら
の
み
、
理
解
き
れ
得
る
の
で
あ
る
。
J
J

ム
メ
ル
の
枇
曾
年

ω見

解
は
彼
の
哲
皐
に
枝
松
を
有
す
る
の
で
、
か
〈
て
思
想
家
ピ
し
て
の
彼
の
、

号
れ
自
身
に
於
て
完
結
せ
る
生
涯
事

業
か
ら
切
・
9
雌
L
得
ら
れ
る

b
の
で
な
い
。
若
し
敢
て
そ
う
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
枇
曾
撃
の
見
解
が
依

τ以
て
立

つ
蕗
の
土
壷
は
崩
壊
す
る
o
」
是
れ
貨
に
私
が
二
十
歎
年
前
か
ら
古
っ
て
居
た
見
解
で
ゐ
る
の
で
、
か

f
て
私
は
京

都
常
国
大
事
文
風
宇
都
に
於
て
特
殊
誘
#
明
言
し
て
二
度
「
ジ
ム
メ
Y

の
枇
曾
皐
」
を
講
越
せ
る
時
も
、

ジ
ム
メ
ル
の
釘

事
会
髄
を
設
量
、
共
の
一
方
面
E
し
て
彼
の
枇
曾
皐
を
設
か
た
の
で
ゐ
る
。



j 

タ
ム
メ
町
は
枇
曾
撃
の
専
攻
者
で
も
、
亦
何
れ
の
率
問
の
専
攻
者
で
も
な
か
っ
た
。
彼
の
知
的
典
・
除
、
知
的
問

情
、
知
的
活
動
は
あ
ま
h
に
農
大
に
し
て
、

そ
れ
が
怨
め
に
伎
は
何
れ
か
の
皐
悶
に
全
力
を
集
中
す
る
専
門
旧
日
午
者

ピ
な
る
こ
ご
は
出
家
な
か
っ
た
。

タ
1

U

F

ド
も
同
様
で
ゐ
っ
た
が
、
併
し
彼
は
少
な
〈
も
犯
非
皐
に
於
て
は
、
伊

一
の
専
門
血
中
者
で
あ
っ
た
ご
も
云
ひ
得
ら
れ

太
利
率
減
に
封
抗
し
て
超
れ
る
仰
蘭
西
凪
干
減
の
創
設
者
正
し
て
、

る
o

さ
は
れ
O

ム
メ
戸
は
タ
1
Y
V
だ
け
の
意
味
で
も
、
専
門
説
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

き
れ
ば
吾
人
は

ジ
ム
メ

w
の
枇
曾
血
干
を
・
彼
の
思
惟
活
動
の
一
万
面
正
し

τ、
共
の
-
全
健
に
結
び
附
り

τ考
察
せ
ね
ば
な
ら
な

ぃ
。
併
し
か
、
る
見
地
か
ら
ジ
ム
j

y

の
祉
曾
事
概
念
だ
げ
で
も
詳
し
〈
論
究
す
る
こ
芭
は
、
雑
誌
論
文
め
遼
成

し
得
る
仕
事
で
は
な
い
。
且
つ
私
は
目
下
ジ
ム
メ
U
F

の
哲
拳
を
後
述
典
的
に
、
夏
に
現
代

ω濁
仰
英
の
哲
学
ピ
の

関
係
に
於
て
究
明
し
、
そ
う
し
て
そ
れ
に
結
び
附
り
て
彼
の
世
曾
皐
を
ヤ
川
9
畿
逮
史
的
に
、
真
に
現
代
の
枇
曾

事
官
の
闘
係
に
於
工
宛
明
せ
ん

t
す
る
若
作
に
着
手
し
て
居
る
か
ら
・
詳
し
〈
は
同
若
作
に
於
て
漣
ぺ
品
ニ
ぜ
、

し
、
助
蕗
で
は
只
彼
の
枇
曾
皐
概
念
は
決
し
て
彼
自
身
の
考
へ
る
如
〈
、
叉
幾
多
の
今
日

ω枇
曾
間
半
者

ω推
賞
す

る
如
〈
、

一
の
特
殊
赴
曾
準
概
念
で
は
な
〈
.
質
質
的
に
は
一
の
一
般
枇
曾
皐
概
念
で
ゐ
る
こ
正
、
或
は
仙
慨
は
一

般
枇
曾
皐
概
念
を
排
尿
し
て
居
る
が
、
併
し
そ
れ
は
一
般
枇
曾
準
金
純
化
さ
れ
な
い
侍
戒
の
締
合
祉
曾
準

ω意
味

に
解
し
て
の
事
で
あ
っ

τ、
私

ω一
式
ム
が
如
き
純
正
枇
曾
事
を
意
味
す
る
も
の
芭
し
て
は
、
彼
の
枇
曾
皐
概
念
は

一
の
一
般
魁
曾
同
学
御
念
で
あ
る
こ
正
を
論
詰
す
る
ピ
り
に
止
め
る
。

論

離

特
殊
祉
骨
串
概
念
の
批
判

第
二
+
七
巻

-t 
jL 

俸
二
親



論

護

特
珠
佐
合
事
概
念
。
批
判

第
二
十
七
巻

A 

O 

第

続

き
て
ジ
ム
メ
戸
の
祉
曾
事
概
念
は
ニ
つ
の
根
本
思
想
か
ら
成
立
し
て
居
る
Z
見
倣
し
得
ら
れ
る
。
立
(
の
一
は
祉

曾
戒
は
赴
曾
的
悟
史
的
現
質
態
の
形
式
ご
内
容

zee区
別
し
、
此

ω匝
別
に
基
い
て
、
枇
舎
凶
論
内
容
を
夫
れ
夫

れ
掛
象
ご
す
る
も
の
ど
認
め
ら
れ
る
既
存
の
枇
曾
諸
科
事
の
外
に
、
一
耽
曾
の
一
切
的
形
式
を
調
象
Z
す
る
新
し
き

枇
曾
科
事
の
存
立

ω可
能
性
及
び
必
要
性
を
認
め
、

ん
川
、
る
新
し
き
枇
曾
科
曜
を
一
枇
曾
亭
芯
稀
す
る
こ
ぜ
、
其
の

こ
は
か
、
る
枇
曾
事
は
他
の
枇
曾
諸
料
皐
が
枇
舎
の
一
方
面
即
ち
内
容
り
諸
方
面
を
抽
象
し
て
夫
れ
夫
れ
調
象
古

す
る
特
殊
的
批
曾
科
事
で
あ
る
正
同
じ
〈
、

も
の
で
あ
る
が
放
に
、
他
の
赴
品
目
諸
科
事
ご
同
様
に
一
の
特
殊
的
批
曾
科
事
に
し

τ、
決
し
て
一
般
的
耽
曾
科
向
学

γ
A
P
↓
舵
曾
の
一
万
両
即
も
形
式
の
方
而
を
抽
象
し
て
調
象
ご
す
る

で
は
な
い

Z
鬼
る
噂
』
古
で
あ
る
。

今
右
の
ニ
つ
の
根
本
思
想
に
付
て
、
割
払
は
先
づ
第
一

ω根
本
思
想
は
大
館
上
正
富
で
あ
る
さ
考
へ
る
。
枇
曾
ゆ

形
式
在
、
は
つ
ま
b
心
ご
心
ぜ
の
相
瓦
作
捌
か
ら
成
立
す
る
心
ご
心
ど
の
一
般
的
相
互
関
係
即
ち
形
式
で
ゐ
る
吉
見

る
に
於
て
は
、
夫
れ
は
確
か
に
枇
曾
の
諸
内
容
炉
ら
切
h
離
し
て
科
山
学
的
碗
究
の
封
品
購
ご
な
し
得
ら
れ
る
も
の
、

否
な
な
古
る
可
き
色
の
で
あ
る
。
忍
の
純
正
枇
曾
皐
ご
一
疋
ム
は
、

ジ
ム
メ
U
F

の
言
葉
で
云
ひ
表
は
せ
ば
、
枇
品
聞
の

形
式
或
は
批
曾
化
の
形
式
を
研
究
す
る
も
り
に
外
な
ら
な
い
の
で
ゐ
品
。
か
〈
て
な
は
U

ム
j
u
F
は
タ
1
u
y
ド
に

次
で
純
正
枇
曾
胤
干
の
瓶
念
を
定
立
し
た
人
で
あ
る
ご
見

τ、
現
代
枇
曾
率
の
援
連
に
謝
す
る
彼
の
功
績
を
充
分
に

承
認
す
る
o

其
の
詳
し
き
展
開
に
於
て
は
、
悲
の
純
正
一
肱
曾
曲
申
は
h
F
l
u
F

ド
の
純
正
一
耽
曾

mTご
異
な
っ
て
居
る
ご



同
じ
〈
、

ジ
ム
メ
戸
の
形
式
一
祉
曾
事
Z
も
亦
大
に
異
な
っ
て
居
る
。
併
し
根
本
思
想
仁
於
て
は
大
慢
上
一
致
し
て

贈
る
0

・
奇
な
花
は
根
本
的
に
は
タ

1
w
ド
及
び
ジ
ム

JWω
訟
に
従
ム

τ.
私

ω
純
正
一
刑
食
事
の
概
念
を
立
吃
た

の
で
ゐ
る
。
併
し
私
は
古
暑
に
遁
し
如
〈
‘

9
1
L
F
V
が
純
正
枇
曾
閉
宇
を
枇
曾
率
的
金
髄
ざ
見
る
に
反
劃
す
る
ご

同
じ
く
、

ジ
ム
メ
Y

が
形
式
枇
曾
与
を
以

τ枇
曾
皐
の
会
健
ピ
見
る
の
に
も
ヤ
』

y
反
謝
す
る
。
私
の
見
る
蕗
に

よ
れ
ば
、

さ
き
に
遁
ぺ
し
如
〈
に
、
枇
曾
血
T

は
少
な
く
も
純
正
枇
曾
皐
ご
総
合
枇
曾
凪
中
正
の
二
部
門
か
ら
成
立
す

可
き
も

ω
で
ゐ
る
。

グ
ム

j

y

の
一
肱
曾
拳
概
念
の
第
一
の
根
本
凪
想
に
付

τは
、
私
は
右
に
述
べ
し
が
如
き
意
味
じ
て
大
健
上
之
を

承
認
す
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
第
二
の
根
本
思
祖
師
も
批
曾
皐
を
他
り
枇
曾
科
卒
ご
同

ι〈
一
の
特
殊
的
枇
曾
科

事
ご
見
る
思
想
は
、
全
然
正
賞
で
な
い
ご
考
へ
る
。
そ
う
し
1
比
的
事
を
論
詮
せ
ん
Z
す
る
の
が
、
郎
も
本
節
の

目
的
で
ゐ
h
、
且
つ
本
論
文
会
借
り
主
眼
鮎
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
忍
は
先
ヴ
、

ジ
ム
メ
ル
が
形
式
耽
曾
事

の
概
念
を
始
め
て
明
白
に
論
越
せ
る
論
文
「
枇
曾
皐
の
問
題
」
{
ロ
自
尽
O
E
m
s
ι
2
印
o
n
S
F岡
山
♂

H

白

U
4
・
)
に
就
て

考
察
し
・
そ
れ
よ
h
彼
が
特
仁
枇
曾
撃
の
方
法
論
を
論
鴻
せ
る
「
枇
曾
科
事

ω方
法
論
に
就

τ」
(
N
5
昌
広
『
O
島田内

《
同
ぬ
同
日

0
巳
巳
当
日

umm阿
国
円
日
記
-Y

au日
)
、
「
一
枇
耐
同
事
」
第
一
章
(
印
。
乱
。
z
m
-
P
岡
山

V
D
∞-
H

・

ロ
E

]MEt-m呂
内
凶
作
時
間

O
N
H
a

oru
町
一
命
)
、
「
枇
曾
事
の
基
本
問
題
」

(
C
E
Sお
自
号
門
的
。
乱
。
-o向
山
♂

G
q・
)
等
に
就
て
順
実
に
考
察
し
た
い
ご

岡
山
ふ
。
論

議

特
陣
此
骨
皐
栴
愈
の
批
判

第
二
十
七
巻

" 

ま再

説



特
昧
枇
官
胤
中
継
念
の
批
判

第
二
十
七
巻

λ 

部

掛

凹

諭

( 4)能
ジ

4‘ 
メ
Fレ

の
形
式
概
念

就
て

戸
の
形
式
概
念
一
般
に
就

τν
あ
る
。

備
は
右
の
問
題
を
論
ず
る
に
先
に
ち
、
此
蕗
に
注
目
し
て
泣
か
ね
ば
な
ら
ぬ
一
問
題
が
あ
る
。
ぞ
れ
は
ジ
ム
メ

ジ
ム
メ
ル
は
枇
曾
に
就
て
始
め
て
、
又
耽
曾
に
就
て
だ
け
、
形
式
ご
内
容
ご

を
区
別
し
て
考
へ
た
の
で
は
な
〈
、
形
式
ピ
内
容
ご

ω匝
別
は
彼
の
思
想
生
活
全
糟
を
通
じ
て
、
彼
山
り
思
惟
山
山
一

の
根
本
範
崎
正
な
っ
て
居
る
も
り
で
ゐ
る
。
な

ω今
日
ま
で
に
調
ら
べ
た
蕗
で
は
・
彼
が
始
め
て
明
白
に
形
式
正

内
容
正
の
誠
別
を
立
て
、
考
・
録
し
て
腐
る

ωは、
彼
的
最
初
山
り
大
冊

ω著
書
「
倫
理
皐
序
説
」
(
巴
【
M
F
Eロ
関
山
口
色
。

仁
於
て
い
あ
る
。
叩
乱
れ
封
印
M
U
M
-
日
時
当
時
矧
ム
し
司
M
h
咋
一
説
肺
訴

恥
改
正
し
た
と
え
ふ
第
二
版
を
所
淑
L
て
借
る
だ
け
で
、
第
一
服
阻
ま
だ
干
に
入
れ
る
こ
と
が
曲
鼎
な
い
か
ら
、
何
と
も
一
民
ふ
乙
と
が
山
市
吊
な
い
が
、

恭
二
版
か
ら
折
山
時
制
す
れ
ば
品
一
版
山
中
に
既
に
形
式
・
と
内
特
と
山
恒
別
日
自
立
て
ら
れ
て
肘
る
か
も
知
れ
な
い
。
止
に
か
{
ジ
ム
メ
ル
が
此
山
岨
別
を
明

白
に
樹
立
し
て
思
惟
し
始
め
た
り
は
、
千
八
百
九
十
年
後
島
、
b
て
あ
る

ε思
は
れ
る
。
と
一
五
ふ
白
は
千
λ
百
九
卜
年
に
公
に
さ
れ
た
佐
川
口
著
咋
「
枇
合

的
分
止
に
就
て
」
口
σ月
印
O
N
E
o
ロ
】
普
通
日
空
E
同
'
}
に
於
て
は
、
此
の
匝
別
は
ま
だ
明
白
に
は
立
て
ら
れ
て
肘
た
い
と
屈
は
れ
る
か
ら
ど
あ
る
。

日
高
。
口
止
耳
目
EEUω
の
『
白
出
町
、

同∞
U
N
l
u・
)

本
書
に
於

τは
ジ
ム
j

w

は
、
根
本
的
な
る
倫
理
的
蹴
念
に
就
て
形
式
己
内
容
z
h
r誠
別
し
て
考
察
L
、
共

ω心

理
的
、
制
曾
的
u
A
び
雌
史
的
内
容
を
科
m

学
的
に
研
究
し
て
、
以
て
科
事
的
倫
理
事
を
建
設
す
る
の
必
要
を
論
詮
せ

ん
ご
し
て
居
る
。
そ
う
し
て
そ
れ
よ
b
以
後
的
彼
の
著
作
に
あ
り
て
は
・
何
れ
の
問
題
的
研
究
に
於
ー
も
・

般

に
此
凶
形
式
ピ
内
容
ご
の
匝
別
が
明
白
に
又
は
陰
に
其

ω
根
祇
に
据
へ
ら
れ
て
居
る
吉
岡
山
は
れ
る
。
併
し
其
等
の

総
て
の
場
合
を
比
較
し
て
考
察
す
る
ど
、
彼
の
形
式
及
び
内
容

ω概
念
の
意
義
は
一
定
し
て
居
な
い
で
穏
な
盤
化

じ
て
居
る
芭
思
は
れ
る
o

或
場
合
に
は
形
式
及
び
内
容
の
概
念
は
方
法
論
的
な
る
も

ω
E
L
τ
・
他
の
場
合
じ
は



認
識
論
的
な
る
も
の
ご
し

τ、
真
仁
他
的
場
合
に
は
形
而
上
拳
的
な
る
も
の
、
如

f
に
、
取
扱
は
れ
て
居
る
芭
思

は
れ
る
。
さ
れ
ば
ジ
ム
メ
ル
の
形
式
及
び
内
容
の
諾
意
義
を
分
類
し
て
詳
し
〈
研
究
す
る
こ
古
は
、
彼
の
思
想
を

共
の
会
館
に
亘
h
J
て
深
〈
了
解
す
る
斜
め
に
は
、
甚
だ
肝
要
な
る
一
俊
件
で
あ
る
Z
考
へ
ら
れ
る
。
殊
に
彼
の
枇

曾
撃
の
叩
駒
山
地
に
於

τは
、
割
払
は
彼
の
形
式
ご
内
容
ど
の
溜
識
論
的
意
義
を
詳
し
〈
究
明
す
る
こ
ぜ
は
肝
要
で
あ
る

Z
思
ふ
c
「
枇
曾
事
」
第
一
章
に
よ
り
て
見
れ
ば
、

ジ
ム
メ
戸
は
枇
曾
閉
山
干
上
の
形
式
概
念
を
純
認
識
論
的
形
式
概
念

か
ら
国
別
し
て
居
る
。
そ
う

Lτ
彼
が
其
蕗
で
特
に
「
枇
曾
の
認
識
論
」
(
色
。
即
F
o
g
S
U
P
8
5
号
円
の
omo--u'

。
E
3
z稲
す
る
も
の
に
於
り
る
形
式
概
倉
は
、
彼
が
枇
曾
風
T

の
成
立
の
基
礎
ご
見
る
方
法
論
的
形
式
概
念
芭
異

な
れ
る
も

ω
で
あ
る
。
併
し
緯

τ方
法
論
的
概
念
は
認
識
論
的
論
理
亭
的
基
礎

ω上
に
構
成
百
れ
、
認
識
論
的
論

理
事
的
に
基
礎
附
け
ら
れ
た
る
も
の
に
非
ら
宇
ば
、
皐
問
論
的
民
効
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
古
れ
ば
ジ
ム
メ

作
の
枇
品
目
晶
一
上
の
方
法
論
的
形
式
概
念
も
、
認
識
論
的
論
理
準
的
に
基
礎
附
り
ら
れ
て
居
る
も
の
に
非
ら
世
ば
冒

方
法
論
的
資
効
を
有
し
な
い
。
か
〈
て
共
の
認
識
論
的
論
理
率
的
意
義
を
究
明
す
る
こ
Z
は
、
質
に
ジ
ム
メ
Y

の

赴
曾
思
干
概
念
的
死
活
問
題
で
ゐ
る
可
き
で
ゐ
る
。
然
る
に
今
日
ま
で
ジ
ム
メ
W

の
枇
品
目
撃
を
研
究
し
た
人
命
で
、

業
の
勅
じ
註
目

L
た
も
の
は
ま
ど
な
い
様
で
ゐ
る
。
古
き
に
我
岡
山
JU

ム
メ
Y
枇
曾
等
研
究
者
の
羅
針
盤
Z
な
つ

τ居
る
燥
で
あ
る
ご
云
へ
る
マ
ソ
ア
-
V
ュ
タ
イ
ン
ホ
ツ

y
の
論
文
「
グ
オ
W

ヒ
-
U
ム
メ
Y

に
於
け
る
枇
曾
事
的

基
本
範
臨
時
正
し
て
の
形
式
」
は
、
枇
曾
拳
に
於
げ
る
ジ
ム

J

Y

の
形
式
概
念
を
か
な

h
詳
し
〈
究
明
し
て
居
る

前

君主

特
昨
一
位
曾
串
血
相
愈
の
批
判

第
ニ
十
七
巻

λ 

第

披

E 



論

議

特
殊
抵
合
事
瑚
'
愈
O
批
判

第
二
十
七
巻

"‘ 四

第

貌

大

が
、
併
し
其
の
認
識
論
的
論
理
事
的
意
義
に
は
全
〈
注
目
し
て
居
な
い
。
〈
冨
色
"
出
宮
山
日

romn
U
W
吋
。
コ
ロ.. 
} 

ω 

SNZ-ommω
己
MO
の
B
E
r
m
z
m
O岡山
O
『
何
回
の
g
a
m吉
田
巳
・
)
叉

7
A
V
1
は
「
ジ
ヨ
戸
ジ
ュ
・
ジ
ム
メ
U
F

に
於
け
る
哲

拳
的
相
劃
主
義
」
に
於
て
、
特
に
形
式
Z
内
容
ご
の
函
別
に
注
目
し
て
、

ヲ
ム
メ
P

の
哲
事
を
政
官
選
史
的
に
研
究

し
て
居
る
が
、
併
し
彼
の
形
式
榔
念
の
諸
意
義
を
医
別
し
て
居
な
い
、
殊
に
共
の
一
般
的
な
認
誠
論
的
論
理
事
的

意
義
に
就
て
は
、
別
に
論
究
し
て
居
な
い
。

(〉

-
v
g日町】且・

『

百
-
阻
止
〈
昨
目
。
日
U

日比一
0
8司一回目
A
5
nrmN 
のぬ

OH・同

mg目。
fez-)又
?
ツ
ク
λ

・
ア
ド
ラ
!
の
「
精
紳
卑
に
謝
す
る
グ
オ
W

ヒ
・
ジ
ム
メ
Y

の
意
義
」
(
富
良
〉
色
旦

。内O門
岡
山
町
呂
田
何
回
個
出
。
ι
E
Z口
問
昌
司
の
仏
民
自
問
20EOHM官
、
同
UHU)
7

9

V
ヤ
イ
ゼ

y
・
ゲ
l
f
!
の
「
グ
オ
府
ヒ
・

ジ
ム
メ
U
F

」
(
足
首
司
乱
闘
oro円旬。ロ岡山
E
q
h
のの
o
q
回
目
目
。
r
H
U
N
D
)、
ク
ラ
カ
ク
エ
戸
の
「
グ
オ
市
ヒ
・
ジ
ム
メ

戸
」
(
印
町
四
虫
色
同
B
E百
円
、
の
め
日
岡
田
吉
田
o
r
G
N
D
)
、
F
ア
ピ
ア
Y

の
「
グ
オ
Y

ヒ・
0

ム
メ
山
F

の
生
命
哲
事

ω

批
判
」
(
皇
室
E
E
F
P
E
E
r
白

2
r
z
s
g
o
B
E
o
の
00同
町
民
自
目
m
H
P
G
N出
)
等
に
於
て
も
、

ジ

4‘ 

メ
戸

ω形
式
概
念
の
詩
意
義
が
組
織
的
に
論
越
さ
れ
て
居
な
い
、
殊
に
共

ω
一
般
的
な
認
識
論
的
論
理
事
的
意
義

の
究
明
は
行
は
れ
て
居
な
い
。
を
れ
で
割
払
は
特
に
比

ω問
題
に
注
意
し
て
居
る

ωで
ゐ
る
が
、
併
し
此
蕗
に
之
を

論
述
す
る
暇
は
な
(
、
且
つ
必
要
は
な
い
。

Z
云
ふ
ゅ
は
本
論
文

ω主
旨
正
す
る
蕗
の
、
乱
批
曾
撃
は
一
般
的
批
曾

科
与
で
ゐ
る
こ
ご
を
論
議
す
る
潟
め
に
、

ジ
ム
J

Y

が
特
殊
的
一
一
肱
曾
科
学
吉
見
る
彼

ω形
式
一
吐
曾
皐
な
る
も
の

も

ツ
マ

y
は
一
一
禅
の
一
般
枇
曾
皐
に
外
な
ら
同
こ
ど
を
究
明
す
る
に
は
、
別
に
彼
の
形
式
概
念
内
認
識
論
的
論



理
準
的
意
義
を
詳
し
〈
研
究
し
な
〈
言
も
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
此
蕗
で
は
グ
ム
メ
ル
の
形
式
祉
曾
皐
の
具

義
4T
本
論
文
の
目
的
以
上
に
、
深
〈
詳
し
〈
宛
明
す
る
怨
め
に
は
、
彼
の
形
式
概
念
を
詳
し
〈
研
究
し
・
殊
に
並
(

の
一
般
的
な
認
識
論
的
論
理
事
的
意
義
を
研
究
す
る
こ
ご
の
必
要
な
る
を
、
以
上
遁
べ
し
如
〈
に
指
示
す
る
だ
け

に
止
め
て
、
共
の
詳
論
は
私
の
今
晶
相
手
し
て
居
る
著
作
に
謀
、
p
、
そ
う
し
て
是
れ
よ
b
彼
の
祉
曾
串
に
於
り
る
方

法
論
的
形
式
概
念
に
就
て
、
批
曾

ω形
式
な
る
も
の
は
創
曾

ω夫
れ
夫
れ
の
特
殊
的
諸
内
各
Z
は
岡
山
な
っ
て
一
般

的
性
質
の
も
の
で
あ

b
、
随
ふ
て
之
を
掛
象
記
す
る
一
刑
品
目
撃
は
一
の
一
般
的
枇
曾
科
皐
郎
も
一
般
枇
品
目
撃
で
あ
る

可
t
、
決
し
て
他
の
枇
曾
諸
科
的
宇
ピ
同
様
に
特
叶
跡
的
批
曾
科
苧
で
あ
り
得
な
い
て
』

F
f論
話
す
る
-
』
正
、
、
す
る
。

5
「
動
食
事
の
問
題
」
に
於
り
る
形
式
枇
曾
事
概
念
的
誕
生
並
に
其
の
批
判

百
き
に
述
べ
し
如
〈
、

ジ
ム
メ
U
F

が
形
式
枇
食
事
の
概
念
を
始
め
て
明
白
に
論
過
し
た
の
は
、

千
八
百
九
十
四

此
内
向
丈
は
同
年
仰
岡
山
都
川
県
雑
誌
問
。
〈
百
骨

Zml

Z
M
U
F
2
5
5
2
ι
m
足
。
百
万
に
於
C
仰
識
さ
れ
、
文

翌
年
「
決
闘
此
油
製
及
び
此
曾
棋
院
年
報
L

の
中
に
英
関
さ
れ
た
市
計
に
よ
り
て
、
町
尚
如
何
に
単
昇
山
花
誌
を
菰
た
か
は
推
接
さ
れ
る
。
仰
ほ
此
の
論

文
時
京
都
市
叩
凶
六
回
V
Aえ
刷
軍
部
講
師
五
十
胤
文
串
土
前
ジ
ム
メ

L
P
O
「
枇
命
的
分
化

K
就
て
」
四
割
課
「
枇
A
V
的
文
化
前
」
由
巾
に
附
録
と

L
て
邦
却
さ

年「
V

ユ
守
フ

I
年
報
」
に
会
せ
る
「
枇
曾
撃
の
問
題
」
に
於
て
い
V

あ
る
。

れ
て
居

吟@。

A
1
此
の
論
文
に
よ
'P
て
見
る
に
、

ジ
ム
メ
ル
は
枇
曾
亭
が
他
の
締
て
の
劇
曾
科
事
か
ら
直
別
さ
れ
る
一
の

駐
曾
税
率
ピ
し
て
如
何
仁
し
て
構
成
さ
れ
得
る
か
は
、
先
づ
心
理
事
が
一
の
科
単
ど

L
T
構
成
さ
れ
て
居
る
理
尚

に
比
し
て
理
解
吾
れ
る
正
論
じ
て
届
る
。
業
の
論
Jr
る
蕗
に
よ
れ
ば
、
只
意
識
の
内
容
の
み
が
認
識
の
封
象
ご
な

hJ
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
認
識
の
劃
象
は
只
之
を
産
出
す
る
心
理
的
諸
カ
に
よ
h
て
、
克
に
心
理
的
議
決
別
に

前

叢

特
龍
一
位
曾
畢
概
念
の
批
判

停
二
十
七
容

^ 王

第

都

4二



輸

議

特
昧
枇
骨
回
申
栴
念
白
批
判

第
二
十
七
巻

-
A
六

第

挽

入

従
ふ
て
の
み
理
解
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
吉
一
去
ふ
理
由
に
基
い
て
、

一
切
の
科
挙
を
心
理
事
に
於
て
融
合
せ
ん
芭
せ

る
人
々
が
あ
る
。
是
れ
に
も
一
理
は
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
に
拘
ら
宇
一
般
に
心
理
皐
は
ゐ
る
が
ま
、
の
心
意
の
諸

機
能
の
科
皐
ご
し
て
、
例
別
的
事
物
郎
も
認
識
す
る
表
象
作
用
の
仰
別
的
諸
内
容
を
探
求
す
る
諸
科
聞
宇
か
色
、

1E 

嘗
に
分
離
苫
れ
て
居
る
o

心
理
串
に
ゐ
h
τ
は
諸
制
開
館
、
諸
カ
・
諸
規
範
、
某
他
如
何
に
命
名
古
れ
て
居
る
に
せ

。
。
。
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
。
。
。

ょ
、
ご
仁
か
(
心
意
に
於
り
る
具
健
的
事
象
に
調
L
て
、
法
則
、
定
型
、
一
般
的
な
る
も
の
が
特
異
的
或
は
箪
都

コ
3

0

3

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

Q

O

山
間

r
u
Q
V
U
に
封

L
、
或
は
形
式
が
形
成
事
れ
た
る
も
の
に
封
す
る
E
同
じ
聞
係
を
有
す
る
も
の
が
、

包
括
的
に

或
は
一
定
の
範
城
に
限
h
て
抽
象
古
れ
て
居
る
り
で
め
る
。

一
切
の
事
象
は
心
意
に
於
け
る
一
の
事
象
で
ゐ
る
己

見
倣
し
得
ら
る
ご
同

ι〈
、
他
方
面
か
ら
見
れ
ば
枇
曾
仁
於
け
る
一
の
事
象
で
あ
る
芭
見
倣
し
得
ら
れ
る
。
併
し

一
切

ωも
の
は
般
か
に
只
怠
識
が
存
立
す
る
ご
一
疋
ふ
依
件

ω下
に
於
て
の
み
奥
へ
ら
れ
て
居
る
ご
し
ー
も
、
そ
れ

が
殺
め
に
一
切
の
も

ω
uも
ご
か
ら
心
理
血
干
の
範
国
に
属
す
る
ご
云
ひ
得
ら
れ
な
い
吉
岡
伎
に
、

一
切
の
も
の
は

確
か
仁
只
一
祉
曾
山
中
に
、
叉
刷
曾
が
興
へ
ら
れ
て
居
ゐ
吉
一
五
ム
俊
件
の
下
に
於
て
の
み
生
起
す
る

t
L
て
も
、

そ

れ
が
潟
め
に
一
切
の
も
の
は
も
ご
か
ら
枇
曾
事
に
内
風
す
る
も
の
で
あ
る
芭
見
る
は
、
粗
雑
な
混
乱
さ
せ
る
見
方

で
ゐ
る
。
之
れ
に
反
し
て
、
客
観
的
質
料
か
ら
特
に
心
理
的
な
る
も
の
を
分
化
さ
せ
る
こ
ご
が
、
科
卒
正
し
て
の

心
理
事
を
産
出
す
る
如
〈
、
厳
密
に
一
式
ふ
本
来
り
赴
曾
皐
は
只
特
に
枇
曾
的
な
る
も
の
、
郎
も
枇
曾
化
の
中
に
叉

制
曾
化
に
よ
'P
て
寅
現
苫
れ
る
伺
別
的
諸
閥
心
及
び
諸
内
容
が
ら
匝
別
し
て
‘

あ
る
が
ま
、
の
一
枇
曾
化
の
一
般
的



形
式
及
び
個
別
的
諸
形
式
を
取
扱
ム
こ

Z
に
よ
り
て
成
立
し
得
る
も

ω
ご、

。

。

。

。

企
一
等

ω諸
閥
心
及
び
議
内
容
は
特
殊
的
(
物
件
的
又
は
牒
史
的
)
諸
科
卒
(
ι
{
0
4
0
n

一色
2
4
5自
2
月
宮
沖
自
)
の

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
。
。
。
。
O

Q

Q

内
容
を
形
成
す
る
の
で
ゐ
る
が
、
人
中
枇
曾
血
干
は
其
等
の
特
殊
的
諸
科
皐
戒
は
其
等

ω議
閥
心
及
び
諸
内
容
山
諸
図

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

o

q

o

o

を
買
い
て
、
あ
る
が
ま
、
の
本
来
の
批
曾
的
諸
力
及
び
諸
元
素
印
も
枇
曾
化
諸
形
式
宏
、
其
等
の
議
凶
に
於
て
見

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

定
め
包
括
す
る
一
の
新
し
き
幽
を
設
定
す
る
の
で
あ
る
o

考
へ
ら
る
可
き
で
あ
る
。

そ
う

ιて

。
，
ム
メ
u
y

は
祉
曾
皐
を
一
一

ω濁
立
な
る
科
皐
ご
し
て
建
設
す
る
斜
め
に
、
先
づ
心
理
由
学
を
質
例
ご
し
て
類
推
的

に
右
に
越
べ
し
が
却
〈
論
じ

τ居
る
の
で
め
る
が
、
そ
れ
に
よ

h
て
見
れ
ば
‘
殊
に
私
が
凶
鮪
を
附
せ
る
言
葉
γ
ド

注
目
し
て
考
ふ
れ
ば
、
彼
が
枇
曾
化
の
一
切
の
形
式
を
艶
象
ど
す
る
刺
曾
科
卒
ご
見
る
枇
曾
弔
な
る
も
の
は
、

の
一
般
的
枇
曾
科
梨
に
し
て
、
枇
曾
化
の
諸
内
容
を
夫
れ
夫
れ
劉
象
ご
よ
る
他
の
耐
曾
科
事
炉
、
特
殊
的
批
命
日
科

皐
a
Z
稀
せ
ら
れ
る
さ
同
じ
意
味
に
て
一
の
特
殊
的
赴
曾
科
同
学
で
な
い
こ
ど
は
明
白
で
あ
る
ご
思
ふ
。
ジ
ム
メ
F

は

上
の
閥
鮎
を
附
せ
る
言
葉
に
よ
h
て
察
知
さ
れ
る
如
〈
-
形
式
古
形
成
さ
れ
た
る
も

ω、

現
苫
れ
て
居
る
諸
問
心
及
び
諸
内
容
芭
の
関
係
を
、
法
則
、

定
型
・

般。
的。
な。
る。
も。
の。
正
特。 BP
異。も
的。形
成式
11 に
車。よ

稀o " 
的。て
な質

る
も
の
ど
の
関
係
正
同
一
視
し
て
居
る
。
つ
ま
h
彼
の
一
百
ふ
枇
曾
化
の
形
式
な
る
も
の
は
共

ω内
容
に
劃
し
て
、

一
般
的
な
る
も
の
が
特
殊
的
な
る
も
の
に
謝
す
る
ご
同
じ
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
〈
て
枇
舎
化
の
一
切

の
形
式
を
封
象
ご
し
て
之
を
例
究
す
る
唯
一
の
枇
権
問
科
苧
印
ち
一
枇
曾
事
は
、
就
曾
的
展
史
的
現
賞
践
の
科
準
的
碗

論

議

特
肱
批
合
準
概
念
白
批
判

第
三
十
七
巻

一λ
七

第

観

ブL



論

授

特
殊
粧
台
串
概
念
白
批
剣

第
二
十
七
巻

一λλ

静

観

四
O 

究
に
於

τ、
枇
曾
化
の
諸
内
容
を
夫
れ
夫
れ
分
擦
し
て
研
究
す
る
多
様
な
或
は
雑
多
な
枇
曾
科
皐
に
制
到
し
て
、
唯
一

の
一
般
的
な
る
も
の
卸
も
唯
一
の
一
般
的
科
事
が
、
多
様
な
る
特
殊
的
な
る
も
の
卸
も
多
様
な
る
特
殊
的
科
皐
に

謝
す
る
関
係
に
立
つ
も
の
ぜ
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
品
問
ほ
ジ
品
メ
U
F

は
特
に
枇
曾
的
な
る
も
の
即
も
赴
曾
化

ω

詩
形
式
は
何
れ
の
枇
曾
的
関
心
及
び
内
容
に
も
局
限
さ
れ
て
居
る
も
の
で
な
〈
、

あ
ら
ゆ
る
一
切
の
枇
品
目
的
閥
心

及
び
内
容
に
通
じ
て
行
は
れ

τ居
る
も
の
に
し
て
、

か
〈
て
之
を
濁
象
ご
す
る
枇
舎
皐
は
ゐ
ら
ゆ
る
特
殊
的
批
曾

科
帥
干
(
物
件
的
又
は
歴
史
的
)
を
貰
い
て
存
立
す
る
一
の
新
し
き
一
枇
曾
科
皐
で
ゐ
る

t
論
じ
て
居
る
が
、
そ
れ
仁
よ

b
て
見
れ
は
彼
の
一
枇
曾
は
ヤ
』

y
一
の
一
般
的
枇
曾
科
事
で
ゐ
る
こ
E
は
明
白
で
あ

ιピ
思
ふ
。
是
れ
一
般
的
な

る
も

ω
に
し
て
、
始
め
て
一
一
切

ω特
殊
的
な
る
も
の
を
一
貫
し
得
る
の
で
あ
る
か
ら
で
ゐ
る
。
否
な
吾
ケ
は
総
て

特
殊
的
な
る
も

ω
を
一
貫
す
る
も
の
を
、

一
般
的
な
る
も
の
E
穆
し
得
る

ωで
ゐ
る
か
ら
で
ゐ
る
。
そ
う
し
て
枇

品
目
犯
の
形
式
は
一
切
の
蹴
命
日
化
の
特
殊
的
諸
内
容
に
艶
し
て
一
般
的
な
る
も
の
に
し
て
、
之
を
貫
い
て
存
立
す
る

も
の
で
あ
る
ご
す
れ
ば
、

hr
、
る
形
式
を
謝
象
正
す
る
枇
曾
率
は
一
式
ふ
ま
で
も
な
〈
一
般
的
批
曾
科
皐
に
し
て
、

他
の
一
切
の
特
殊
的
枇
曾
科
帥
宇
を
貫
い
て
存
立
す
可
き
も
の
で
あ
る
。
云
ふ
ま
で
色
な
〈
特
殊
的
な
る
各
赴
曾
的

内
容
は
相
互
に
親
密
な
る
闘
係
を
有
す
る
。
是
れ
肢
に
2

V

ト
が
立
て
た
一
切
の
枇
曾
現
象
の
漣
帯
性

ω概
念
、

叉
ミ
F

が
立
て
た
一
切
の
枇
曾
現
象

ω合
致

ω概
念
に
よ
hJ
て
問
明
古
れ
た
る
具
現
で
あ
る
o

か
〈
て
何
れ
の
特

殊
的
な
る
批
曾
的
内
容
も
他
的
総
て
の
特
殊
的
な
る
枇
曾
的
内
容
の
上
に
影
響
し
、
叉
そ
れ
か
ら
影
響
さ
れ
て
居



る
。
併
し
何
れ

ω特
殊
的
な
る
批
曾
的
内
容
も
、
他

ω総
て
の
特
殊
的
な
る
枇
曾
的
内
容
を
由
民
げ
?
存
立
す
る
ご

は
一
誌
は
れ
な
い
。
総
て
の
枇
曾
的
内
容
を
貫
い
て
存
立
す
る
も
の
は
只
枇
品
開
化
の
形
式

rり
で
あ
る
。
か
〈
て
特

殊
的
な
る
枇
合
的
諸
内
容
相
互
の
関
係
は
如
何
に
親
密
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
枇
曾
化

ω形
式
吉
一
切
の
枇
曾
的

内
容
己
の
関
係
Z
は
異
な
っ

τ居
る
。
要
す
る
に
前
者
は
特
殊
的
な
る
も
の
相
互

ω関
係
で
あ
る
が
.
後
者
は
一

般
的
な
る
も
の
ご
特
殊
的
な
る
も
の
ご
の
闘
係
で
あ
る
の
で
あ
る
。

備
は
後
に
越
べ
る
世
田
に
よ
h
て
事
ば
れ
る
加
〈
、
ジ
ム
メ
y
は
枇
曾
化
ゆ
形
式
は
枇
曾
的
で
な
い
諸
関
心
及
び

諸
内
容
を
枇
曾
的
内
容
に
形
成
す
る
形
成
要
素
(
且
E
m
B
E
R
E
O
冨
。
自
EH)
で
あ
る
さ
見
る
的
で
め
る
が
、
何

れ
の
特
殊
的
な
枇
曾
的
内
容
も
か
、
る
形
成
作
用
を
な
し
得
る
も
の
で
な
い
。
唯
物
史
蹴
訟
は
経
済
的
内
容
に
か

、
る
形
成
作
用
を
な
す
力
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
が
、

ぞ
れ
は
ジ
ム
メ
U
F

の
大
に
排
尿
し
て
居
る
見
解
で
ゐ
る
。

か
〈
て
ジ
ム
j

y

が
枇
曾
化

ω形
式
に
謝
し
て
認
め
る
意
義
は
、
特
殊
的
な
枇
曾
的
内
容
山
何
れ
に
認
め
る
意
義

ご
も
異
な
っ
て
居
る
の
で
、
要
す
る
に
吾
人
が
一
般
的
な
る
も
の
が
特
殊
的
な
る
も
の
に
謝
し
て
有
す
る
Z
認
め

る
意
義
を
、
彼
は
枇
曾
化
的
形
式
は
耽
品
目
的
特
殊
諸
内
容
に
劃
し
て
有
す
る
ご
認
め
る
の
で
ゐ
る
。

古

τジ
ム
メ
山
戸
は
先
づ
上
に
述
ぺ

L
如
〈
に
、
心
理
事
を
例
ご

L
て
類
推
的
に
、

一
の
獅
立
な
る
科
向
学
正

L
τ

の
枇
曾
問
中
の
可
抱
性
を
論
じ
た
る
後
、
更
に
耽
曾
化
の
形
式
古
内
容
Z
の
一
匹
別
を
論
じ
.

ぞ
う
し
て
共
の
形
式
を

内
容
が
ら
抽
象
[
符
号
』
ぜ
を
論
詮
し
、
一
見
に
抽
象
さ
れ
た
る
形
式
を
科
率
的
に
研
究
す
る
方
法
を
論
じ
て
、
以

歯

議

特
抹
世
曾
畠
・
概
h
B
山
批
判

第
二
十
七
巻

，1‘ 
丸
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誼

叢

特
殊
祉
曾
串
栴
念
白
批
判

第
二
十
七
省

-
九

O

第

披

回

て
枇
曾
問
中
が
一
の
湖
立
な
る
科
事
ご
し
て
存
立
し
得
る
司
』
吉
及
び
某

ω必
要
を
究
明

L
て
居
る
o
術
ほ
終
b
に
彼

は
枇
曾
劇
T
E
展
史
哲
事
正
的
差
異
を
論
じ
て
・
若
し
世
り
由
学
者
が
歴
史
哲
与
の
存
続
を
願
望
す
る
に
於
て
は
、
彼

の
形
式
枇
曾
撃
が
歴
史
哲
向
学
に
謝
し
て
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
を
指
示
し
て
居
る
。
併
し
私
は
此
虎
で
は

只
、
ジ
ム
メ
市
が
枇
曾
化
の
内
容
か
ら
抽
象
主
れ
た
る
形
式
を
劃
象
と
す
る
一
の
科
卒
ご
見
る
彼
の
枇
曾
事
な
る

も
の
は
、
決
L
て
一
の
特
殊
的
一
枇
曾
科
事
で
は
な
〈
し

τ、
一
の
一
般
的
批
曾
科
問
中
で
ゐ
る
ご
一
耳
ふ
こ
ご
を
論
詮

す
る
に
必
要
な
だ
り
、
彼
の
所
設
を
批
判
的
に
考
察
す
る
に
止
め
る
。

今
ジ
ム
メ
U
F

の
諭
す
る
彪
に
よ
れ
ば
、
最
出
陣
義

ω祉
曾
は
幾
多

ω仰
人
が
相
互
関
係
に
入
b
n均
む
何
れ
的
場
合

に
於
て
も
見
出
さ
れ
る
。

一
緒
に
散
歩
す
る
活
め
の
ほ
ん
の
一
時
的
な
る
結
合
し
が
ち
、
家
族
や
中
世
紀

ω組
合
の

内
部
的
な
緊
密
な
る
統
一
に
至
る
ま
で
に
、
吾
人
は
極
め
て
多
絞
な
皮
合
及
び
純
類
の
枇
曾
化
を
承
認
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
そ
う
し
て
枇
品
目
化
の
成
立
す
る
斜
め
に
必
要
飢
〈
可
か
ら
ぎ
る
特
殊
な
諸
原
因
及
び
諸
目
的
は
、
或
度
に

於
て
枇
品
目
地
極
的
館
或
は
質
料
を
成
す
も
の
に
し

τ、
助
等

ω原
因
の
結
果
叉
は
此
等
の
目
的
の
途
求
が
、
関
係

す
る
人
命

ω
間
に
惹
起
す
る
相
互
作
用
、
祉
曾
化
が
、
却
も
共
等
の
諸
内
容
が
白
か
ら
袈
ム
形
式
で
あ
る
。
そ
う

し
て
此
の
形
式
を
科
事
的
抽
象
に
よ
h
て
諸
内
容
か
ら
分
離
す
る
こ
ご
に
、

一
の
特
殊
的
枇
曾
科
卒

(
m
E
o
e
o
n
'

目。-一。

。
目
。

=
R
Z営
三

ωωgωnE沖
)
の
会
存
立
が
基
い
て
居
る
の
で
あ
る
。
是
れ
此
彪
に
直
ち
に
明
示
3
れ
る
如

コ

3

0

0

0

3

3

3

0

0

0

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
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。
。
。
。
。
。

〈
、
舵
曾
佐
川
り
同
じ
形
式
、
府
じ
柿
類
が
極
め

τ稀
々
多
様
な
る
質
料
に
於

τ現
は
れ
、
極
め
て
利
々
様
身
な
る



3

0

0

。

円
的
の
勉
め
に
行
な
ぽ
れ
得
る
の
で
あ
る
が
、
今
此
の
如
く
に
賞
質
的
保
件
の
極
め
て
相
異
な
れ
る
祉
曾
周
糟
間

に
あ
ち
て
も
、
同
一
の
枇
合
化
の
形
式
が
行
は
れ

τ居
る
百
一
式
ふ
ニ
古
は
、
つ
ま
り
裳
等
の
諸
規
定
の
差
異
の
奥

仁
、
共
等
の
諸
削
鑓
の
中
に
、
特
異
な
る
諸
カ
、
正
常
に
抽
象
し
得
ら
れ
る
一
の
範
域
、
即
ち
る
る
が
ま
、
の
枇

合
化
及
び
比
(
の
諸
形
式

ω範
域

ω存
立
す
る
司
』
Z
e
f
設
明
す
る
か
ら
で
ゐ
る
。
此
等
の
諸
形
式
は
個
人

ω接
鮪
に

於
て
、
並
(
の
按
鯛
的
理
由
か
ら
相
抽
出
的
に
倒
立
し
て
後
述
す
る
も
の
に

L
t、
ぞ
う

L
て
此
等
の
詩
形
式

ω熔
健

は
、
吾
人
が
抽
象
的
に
枇
品
目
Z
稗
す
る
慮

ωも
の
を
現
貨
に
構
成
す
る
の
で
ゐ
る
。

ゾ
ム
メ
ル
が
駐
曾
化
的
形
式
古
稀
す
る
も
り
は
、
右
に
遁
べ
し
如
〈
同
一
の
形
式
が
極
め
て
稲
々
様
々
な
る
質

料
或
は
赴
曾
的
内
容
に
於
て
現
は
れ
、
叉
極
め
て
桶
々
様
々
な
る
目
的
の
縛
め
に
行
は
れ
得
る
も
の
に
し
て
・
更

に
後
に
通
ぶ
る
如
〈
、
同
一
の
質
料
戒
は
枇
合
的
内
容
が
叉
純
血
な
る
形
式

e
r
z
b得
る
ご
一
五
ム
が
如
一
一
言
性
質
の

も

ωで
あ
る
ご
す
れ
ば
、
そ
れ
は
枇
曾
的
膝
史
的
現
府
民
践
の
一
般
的
な
る
も
の
或
は
根
本
的
な
る
も
の
ご
見
倣
し

得
ら
れ
る
も
り
に
し

τ、
私
が
枇
曾
現
象

ω
一
般
的
或
は
根
本
的
元
来
的
な
る
も
の
さ
云
ム
は
、
即
ち
右
の
意
味

の
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
ゐ
る
。
何
れ
の
一
耽
曾
現
象
も
そ
れ
が
枇
曾
現
象
で
あ
る
以
上
、
必
宇
ご
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
何
れ
か

ω形
式
、
ぞ
れ
が
即
ち
刷
曾
現
象
の
一
般
的
な
る
も
の
、
詳
し
〈
一
耳
へ
ば
根
本
的
元
来
的
な
る
も
の
庄

一
百
ム
意
味
で
の
一
般
的
な
る
も
の
で
ゐ
る
。
き
れ
ば
グ
ム
j

y

が
解
す
る
が
如
き
意
味

ω枇
曾
化
の
形
式
を
封
象

。
。
。

記
す
る
祉
曾
準
は
、
何
れ
の
他
り
枇
品
目
科
属
中
古
も
異
な
れ
る
特
別
な
る
枇
曾
科
皐
で
は
ゐ
る
が
、
併
し
特
殊
的
批

和
目
撃
で
は
な
い
。
ジ
ム

J

N

ガ
枇
事
を
め
宮
内

ω市

REpo--与
野
三
田

B
R
E
E見
る
意
味
は
、
そ

シ
ー
ペ
S
F
Z
ν

れ
は
何
れ
の
赴
曾
科
卒
Z
も
異
な
れ
る
一
の
特
別
な
枇
品
目
科
撃
で
ゐ
る
Z
一
お
ふ
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
の
見
解
は

論

議

特
咋
枇
脅
阜
概
念
品
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論

能

特
殊
枇
背
血
中
概
念
白
批
列

プL
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披

~q 
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七
巻

シ
ユ
ペ
ヂ
£

ν

正
賞
で
あ
る
も
併
し
他
の
枇
曾
科
挙
正
同
様
な
一
の
特
殊
的
枇
曾
科
撃
で
ゐ
る
ご
一
五
ふ
の
で
ゐ
る
な
古
ば
、
彼
の

見
解
は
謬
つ

τ居
る
ご
思
ふ
。

ジ
ム
メ
Y

は
右
rh
越
ア
し
如
(
に
枇
曾
化
の
形
式
古
内
容
E
を
磁
別
し
、
特
に
形
式
を
劃
象
正
す
る
枇
曾
科
問
中

ピ
し
て
枇
舎
町
品
干
の
存
立
を
論
じ
た
る
後
、
形
式
Z
内
容
ど
が
不
可
離
的
仁
結
合
L
τ
亦
4
3
L
T
居
る
現
貨
な
る
枇

舎
的
歴
史
的
現
象
L
於
て
、
内
容
か
与
形
式
を
抽
象
す
る
司
」
吉
、
或
は
抽
象
に
よ
h
て
形
式
を
内
容
か
ら
切
h
離

す
こ

E
が
、
如
何
に
し
て
可
能
で
ゐ
る
か
吉
一
吉
ふ
問
題
を
論
述
し
て
居
る
。
ぞ
う
し
て
彼
は
幾
何
事
を
例

E
L
τ

業
の
可
能
性
を
論
越
せ
ん
ど
し
て
居
る
o
彼
の
論
4
y

る
蕗
に
よ
れ
ば
、
幾
何
事
は
只
形
式
に
り
干
し
て
は
決
し
て

存
立
す
る
こ
Z
が
出
来
す
、
常
仁
只
質
料
正
結
合
し
て
の
み
存
立
し
て
居
る
n

艇
の
物
煙
に
就

τ、
共
的
質
料
の
研

究
は
之
を
全
〈
他
的
科
印
字
に
謀
、
り
、
只
単
な
る
広
間
形
式

ωみ
を
叫
引
先
す
る
科
卒
ご
し
て
存
立
し
て
居
る
ご
岡
b

〈
、
枇
品
目
半
も
現
貨
に
は
只
形
式
ご
内
容
正
の
不
可
離
的
結
合
に
於
ー
の
み
存
立
し
て
居
る
枇
命
的
隆
史
的
現
貫

般
に
就
て
、
芸

ω内
容
山
研
究
は
之
を
全
一
〈
他

ω枇
曾
科
準
に
藤
白
、
只
内
容
か
ら
抽
象
さ
れ
お
る
形
式

ωみ
を

研
究
す
る
、
一
の
枇
曾
料
皐
ご
し
て
存
立
し
得
る
の
で
あ
る
。

併
し
私
の
見
る
属
に
よ
れ
は
、
ジ
ム
メ
と
か
幾
何
事
を
例
E
L
て
祉
曾
化
の
形
式
を
内
容
か
ら
抽
象
L
て
研
究

し
得
る
こ
己
を
論
諮
せ
ん
ど
す
る
は
、
甚
だ
粗
雑
な
考
へ
で
ゐ
る
ご
思
は
れ
る
。
是
れ
幾
何
卒
を
始
め
一
切
の
数

牟
は
、
今
日

ω数
理
哲
事
に
よ
れ
ば
、
枇
曾
事
を
始
め
一
切

ω経
験
科
卒
亡
は
凪
平
間
論
的
性
質
を
根
本
的
に
異
に

し
て
居
る
も
の
に
し
て
.
幾
何
間
半
を
例
正
し
て
批
曾
思

Tω
事
問
論
的
構
成
を
推
究
す
可
き
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ

る
。
ジ
ム
メ
ル
'
凶
考
へ
る
が
如
、
吉
、
鰹
験
的
質
在
ご
し
て

ω批
品
目
的
賑
史
的
現
寅
態

ω形
式
は
、
決
し
て
幾
何
事



の
各
問
形
式
が
規
定
さ
れ
る
ご
岡

ι
H法
に
よ
b
て
規
定
吉
る
可
き
も
の
で
な
い
。
若
し
強
い
て
之
を
企
だ
て
る

に
於
て
は
、

枇
曾
化

ω形
式
は
其

ω特
有

ω意
義
を
失
な
ふ
て
仕
舞
ム
。

ご
云
ふ
の
は
幾
何
皐
の
ム
昼
間
形
式
な
る

も
の
は
、

只
論
現
的
意
義
を
有
す
る
だ
げ
の
も

ωで
あ
る
が
、

枇
曾
化
の
形
式
は
如
何
に
内
容
炉
ら
切
h
離
き
れ

て
も
、

向
は
大
な
り
小
な
り
経
験
的
意
義
を
保
有
す
可
き
も
の
に
し
て
、

若
し
然
ら
十
は
相
互
に
他
か
ら
匝
別
苫

れ
る
こ
ご
は
出
来
な
い
h
r

ら
で
ゐ
る
。

夏
に
若
人
山
此
彪
に
注
意
す
可
き
は
、

祉
曾
化
の
形
式
の
経
験
的
意
義
己

形
而
上
山
中
的
或
は
本
健
論
的
意
義
ご
り
匝
別
で
あ
る
。

経
験
科
目
半
Z
し
て
の
枇
曾
準
に
あ
b
て
は
、

立
(
の
取
扱
ム

}

;

-

b

;

:

F

、

形
式
は
縦
織
的
意
義
を
有
す
る
に
げ
に
止
ま
る
可
き
も
U-
に

L
t
形
而
上
間
半
的
或
は
本
鵠
論
的
意
義
を
有
す
可

き
も
り
で
な
い
。

手
れ
は
プ
ツ
サ

I
戸
仮
の
人
々
が
枇
曾
山
本
髄
論
的
意
義
を
究
明
せ
ん
ざ
す
る
併
宛
は
、

~Il! 
τ 

枇
品
目
哲
曲
学
に
風
す
可
き
も
り
じ
し
て
、

科
皐
ご
し
て
の
枇
曾
撃
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
此

ω
「
枇
曾
皐

ω問
題
」
に
於
て
、

ジ

ム

メ

U
F

が
一
枇
曾
化

ω形
式
を
内
容
よ
h
分
離
す
る
-
』
ご
の
可
能

性
、
及
び
之
を
分
離
す
る
方
法
に
就
て
論
越
し
て
居
る
こ
古
は
、
あ
ま

h
に
筒
間
半
且
つ
粗
雑
に
し
て
厳
密
な
る
皐

問
論
的
批
判
に
堪
へ
得
る
も
の
で
な
い
。
随
ふ
て
厳
密
に
一
式
へ
ば
、
彼
は
比
り
論
文
に
於
て
は
只
形
式
此
曾
附
増
。

概
念
を
一
般
的
に
提
明
し

τ居
る
に
り
に
止
ま
h
、
ま
に
充
分
準
阿
論
的
に
之
を
磁
立

Lτ
居
る
ご
は
云
ひ
得
ら

し
ミ
ト
、
。

ル
耳
サ
，
一

L

そ
れ
が
潟
め
に
は
彼
は
更
に
枇
曾
化
的
形
式

ω概
念
A
意
義
を
詳
ト
〈
究
明
L
、
旦
っ
そ
れ
が
如
何
に

し
て
内
容
が
ら
随
別
し

τ考
へ
得
ら
れ
る
か
を
、

充
分
論
理
血
中
的
方
法
論
的
に
究
明
し
な
げ
れ
ば
な
ら
心
。

然
ら

ば
彼
は
其

ω此
恨
の
著
作
に
於
て
、

如
何
耗
共
り
仕
事
を
成
就
し
t
居
る
か
。

是
川
い
私
が
「
枇
命
問
胤
干
の
問
題
」
以
後

ω

彼
の
著
作
に
就
き
特
に
考
究
せ
ん
芭
す
る
問
題
で
あ
る
。

論

議

特
昧
枇
曾
皐
栴
愈
白
批
判

第
二
十
七
巻
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